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１ はじめに

秋田県の中山間・高冷地向けに作付けを奨励して

いる早生品種の「たかねみのり」は、耐冷性やいも

ち病などの耐病性が不十分で、食味が「あきたこま

ち」に比べ劣ることから、作付面積は年々減少し、

主産地からは、これらの特性を改良した早生品種の

開発が求められている。

そこで、耐冷性といもち病耐性に優れ、早生で良

食味の中山間・高冷地向け品種の開発を行った。そ

の結果、「たかねみのり」より食味が優れ、また、

耐冷性、耐病性に優れる「秋のきらめき」を育成し

た。本報告では、その育成経過と主な特性について

報告する。

２ 育成経過

「秋のきらめき」は1999年に「岩南16号」（のち

の「いわてっこ」）を母、「秋系483」を父として人

工交配した系統である（図1）。F1世代をほ場養成し

たのち、個体・系統選抜を行い、F4世代で生産力検

定に供試した。2007年F8世代からは「秋田96号」の

系統名を付して奨励品種決定基本調査に供試して検

討を重ね、2012年8月に種苗法に基づく品種登録の

出願をし11月に受理された。2010年でF11世代となり、

2013年3月に秋田県の奨励品種に採用された。

３ 特性概要

1)一般特性

出穂期、成熟期ともに「たかねみのり」より2日

程度遅いが、育成地では“早生の早”に属する。

稈長、穂長は「たかねみのり」、「あきたこまち」

並、穂数は「たかねみのり」、「あきたこまち」よ

り多く、草型は“穂数型”に属する。稈の太さは“

中”で、耐倒伏性は「たかねみのり」並の“やや強

”である。籾に生じる芒の長さは“やや短”で、穎

色は“黄白”、ふ先色は“白”である。いもち病真

性抵抗性遺伝子型は“＋”と推定され、圃場抵抗性

は「あきたこまち」より強く、葉いもちは“やや強

”、穂いもちが“強”である。耐冷性は「たかねみ

のり」、「あきたこまち」より強い“極強”、穂発芽

性は「たかねみのり」、「あきたこまち」よりし難

い“難”である。収量性は「たかねみのり」よりや

や優れ、「あきたこまち」並である（表1）。玄米千

粒重は「たかねみのり」、「あきたこまち」と同等

であり、玄米品質は「たかねみのり」、「あきたこ

まち」と同等に優れる（表１）。

2)食味関連特性及び食味官能試験

味度値は「たかねみのり」より明らかに高く、「あ

きたこまち」と同程度である。白米アミロース含有

率は18.3%、玄米粗タンパク質含有率は7.8%と、と

もに「あきたこまち」並に低い。また、白米白度は

「たかねみのり」より高く、「あきたこまち」並で

ある(表2)。

食味官能評価では「たかねみのり」に比べ外観、

味、粘りの各項目及び総合評価で優れる。「あきた

こまち」と比べると粘りはやや弱いが、総合評価は

同等の良食味である(表3)。

４ 適応地帯及び栽培上の留意事項

適応地帯は県内の中山間高冷地を中心とした地域
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